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令和４年度末報告書（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ：令和５年 6 ⽉ 27 ⽇
● 事 業 名 ：ひろしま農業型⾃⽴⽀援プログラム〜⽣きづらさを抱える若者の多様な「働くこと」「暮らすこと」を⽀える事業
● 資⾦分配団体 ：NPO 法⼈ひろしま NPO センター
● 実 ⾏ 団 体  ：NPO 法⼈ブエンカミーノ

① 実績値
【資⾦⽀援】

アウトプット 指標 ⽬標値 達成時期 現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

①−1 若者を⽀援へ繋げる導線
づくり 
a)HP リニューアルされている

a)リニューアルさ
れたかどうか 

a)リニューアルさ
れている 

a)2022 年
夏頃 

リニューアルされ、SNS との連動によっ
て更新されている。 

１ 

b)紙媒体を作成し関係機関に設
置されている 

b)設置場所の数 b)50 か所 b)2022 年
春頃 

団体パンフレットリニューアル、ワークキ
ャンプや居場所事業など各活動紙媒体の
チラシ作成。設置個所は 15 か所にとどま
る。 

３ 
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c)説明会が実施されている c)実施回数、参加者
数 

c)説明会：20 回、
200 ⼈（サポステ・
⼤学などの相談機
関 に て 出 張 説 明
会） 

c)2024 年
1 ⽉ 

＊関係機関との連携に関する⾯談 12 回
（若者交流館、北部サポステ、⻲⼭ BASE、
安佐北区福祉センター、他地域の活動団体
多数） 
＊当事者への講演・説明会 9 回、計 120 ⼈
（勝⽊⾃治会、福祉関係団体の集まり、地
域の⺠⽣委員や保健師、ワークキャンプや
農業体験参加者など） 

２ 

①−2 物理的な環境を整える 
a)シェアハウスが整備され、若者
にとって安⼼安全な住環境が整
っている 

整備内容 a)移転に伴う居室
のリフォームが達
成され、より安⼼
安全で快適な住環
境を整えることが
できている 

a)2023 年
春頃 

＊2022 年 11 ⽉に居場所事業として新し
い拠点「地域交流スペース OKAZAKI」を
整備し、若者が⽇中活動できる場が増え
た。 

１ 

b)農作業場が整備され、若者に
とって安全で本格的な訓練環境
が整っている 

整備内容 b)ビニールハウス
の設置、作業場の
整備によって、安
全で効率的、持続
可能な作業環境が
整っている 

b)2023 年
春頃 

＊安定して農作業を⾏えている。 
＊居場所を必要とする地域の⼈たちが農
業ボランティアとして週に２〜3 回活動
に参加することができている。 

１ 

①−3精神的な環境を整える 
a)若者がカウンセリングを受け
ることができている 

a)回数、⼈数 a)100 ⼈ 2024 年 1
⽉ 
 

237回、76 名 １ 
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b)ワークキャンプに参加してス
タッフや仲間と関わった 

b)回数、⼈数 
 

b)200 ⼈ 2024 年 1
⽉ 
 

イベント回数 15 回、202名 
（農業体験、サマーキッズ、ハロウィン、
年末もちつき⼤会、災害ボランティア） 
のべ⼈数 

１ 

② -1 若者が農業を通じた就労
⾃⽴訓練（⻑期プログラム）
に参加した 

⼈数 
 

20 ⼈ 2024 年 1
⽉ 
 

１６名 
 

２ 

③ -2 若者が共同⽣活を通じた
就労⾃⽴訓練（⻑期プログラ
ム）に参加した 

⼈数 
 

20 ⼈ 2024 年 1
⽉ 
 

１６名 ２ 

② -3 若者が研修奨励⾦を得た ⼈数と⾦額   就労研修を⾏う若者と団体との間におけ
る⾦銭授受の取り扱いについては慎重に
検討を重ねるべきだとの意⾒が内外より
あり。参加者の能⼒や状況により⼀律に出
せる性質のものでもないため公平性を⽋
くことや、不当な労働の対価として⾒られ
る可能性など。今回のプロヘクト評価から
は除外することが妥当と判断された。 

 

② -4 若者が⽬指すべきライフ
スタイルの⽅向性を定める
ための活動（企業研修、就職
⾯接、学校⾒学、⽥舎暮らし
体験など）をした 

件数、職員による
活動レポート 

40 件、若者⼀⼈⼀
⼈に適した体験の
機会を提供してい
くことができてい
る 

2024 年 1
⽉ 
 

14件 
諸団体との連携や会議など 
＊⽼⼈福祉施設にてインターン 1件 
＊地元企業にてアルバイト 1件 
＊関連企業にてアルバイト 1件 

２ 
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③ -1 関わった若者へ定期的に
SNS 等を⽤いて連絡を⾏っ
た 

 

件数、職員による
活動レポート 

10 件×関わった若
者の⼈数 

2024 年 1
⽉ 
 

プログラム開始以降繋がっている⼈数、
16 名（⻑期プログラム）、123名（ワーク
キャンプ） 
10件以上×139名 

１ 

 
＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 

2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 
☐変更なし þ短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 

3. 活動に関する報告 
新型コロナウイルスの影響が⼩さくなってきたことをうけ、今年度はワークキャンプを再開。多くの若者たちが全国より集まりました。ま
た、秋には地域交流フリースペースを開所する運びとなり、若者に限らず、地域の全世代の⼈々に対する孤⽴・孤独予防に向けて活動を開
始しました。地域に居場所が出来たことで、従来は繋がりにくかった地域の若者（精神疾患、ひきこもり）がアクセスしやすくなり、農業
ボランティアなどへ参加することが出来ています。また、地域のまちづくり団体・福祉団体関係者による、複雑化した問題を連携・協働し
て解決していくためのネットワーク整備も始まり、地域における若者⽀援団体として認知が広がっていると感じています。 
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6. 新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
22 年度は、感染には⼗分注意しながらも、あえて合宿形式のワークキャンプを積極的に⾏いました。⼤学⼊学と同時にコロナを経験して
いる学⽣にとっては、同年代と対⾯で活動すること⾃体が「学⽣になってから初めて」ということも少なくなく、その意義を⼤きく確認す
ることが出来ました。また、⼦供たちの外出機会が失われている状況を受け、コロナ渦だからこそのイベントの重要性を重視し、感染対策
を徹底したうえで、収穫祭やハロウィンなど、屋外や⾃然の中でのイベントを若者を交えて⾏いました。共同⽣活においては、住⼈にコロ
ナ陽性者が⼀⼈でましたが、別建屋に分かれて⽣活することで他メンバーへの感染には⾄りませんでした。 

 
③ 広報に関する報告 
シンボルマークの使⽤状況 

þ⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している þイベント実施時に表⽰している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 

広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
テレビ取材 3回 
ラジオ出演 1回 
ひきこもりポータルサイト取材掲載 1回 
求職サイト取材掲載 1回 
2.広報制作物等 

 団体パンフレットリニューアル 
 居場所事業関連チラシ多数 

3.報告書等 
4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 

 地域住⺠向けての説明会 2 回、⽇韓若者フォーラムにて活動発表、 
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④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 

þ完了  ☐整備中 
 
2. 整備が完了した規程類を web サイト上で広く⼀般公開していますか。 

þ全て公開した ☐⼀部未公開 ☐未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇： 

 
3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 

 
⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 
 

2. 内部通報制度は整備されていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：þ内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  ☐ JANPIA の窓⼝を利⽤ 
 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 
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4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 
☐内部監査を実施  þ外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 

 

 

添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
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